




要約:北海道における病的新生児の退院後の継続医療の現況と地域保健との連係について

調査をおこなった。過去 5年間の在宅医療児は、のべ 757 人(対アンケート回収病院総出生

数 1.1%)であり、同児に対しての保健婦の訪問は管轄の保健施設の 51.5%で行われていた。

また、医療機関と地域保健との連係は、保健所の 60.6%、病院の 45%に良い関係がとられて

いるとの回答が得られた。相互の連係に大きく影響するものとして、両者間の連絡・理解

と児に対する認識の差などがあげられた。今後、在宅医療を必要とする児の管理において、

家庭訪問依頼などの地域保健への積極的な働きかけと密接な連絡をとる体制を広める必要

があると思われた。 


